
一　

民
主
主
義
と
直
接
投
票

二

一
五
年
五
月
、
当
時
の
大
阪
府
知
事
は
、
住
民
投
票
で
特
別

区
の
設
置
が
否
決
さ
れ
た
直
後
の
会
見
に
お
い
て
、「
究
極
の
民
主

主
義
で
決
ま
り
ま
し
た
」
と
明
言
し
た
。
こ
の
発
言
は
、
と
く
に
注

目
さ
れ
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
何
ら
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
日
本
で
は
、
住
民
投
票
や
国
民
投
票
が
、
非
常
に
民
主
的
な
手

続
き
だ
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
二

一
九
年
版

の
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』
に
は
、「
国
民
投
票
」
な
ど
の
「
直

接
民
主
主
義
は
、
一
見
民
主
的
に
み
え
る
が
、
権
力
者
が
つ
く
る
あ

る
種
の
ム
ー
ド
の
下
に
人
民
投
票
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
権
力
が
正

当
化
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
（
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
の
危
険
）
が
あ
⑴る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
国
民
投
票
や
住
民
投
票
は
、
権
力
者
に
よ

る
「
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
」
と
化
し
て
し
ま
え
ば
危
険
だ
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
の
政
治
決
定
は
、
ム
ー

ド
や
イ
メ
ー
ジ
に
頼
む
煽
動
型
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
こ
の
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
な
る
も
の
に
関
し
て
、『
現
代

政
治
学
小
辞
典
〔
新
版
〕』
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

人
民
投
票
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
一
種
。
政
治
上
の
重
大
事
件

や
重
要
方
針
の
決
定
に
あ
た
り
、
議
会
を
と
び
越
え
て
直
接
に
人

民
の
表
決
に
付
す
る
こ
と
。
王
政
の
復
活
や
廃
止
を
決
め
る
た
め

に
用
い
ら
れ
た
例
が
多
い
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
総
統
就
任（
一
九
三
四
）

も
こ
れ
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
…
⑵…

右
の
説
明
に
よ
る
と
、
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
も
ま
た
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ

ム
の
一
種
」
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
は
何

な
の
か
。
こ
の
辞
典
は
、
そ
れ
を
「
直
接
民
主
制
の
一
形
式
で
、
国

民
ま
た
は
住
民
が
提
案
さ
れ
た
事
項
に
関
し
、
直
接
投
票
を
行
っ
て

可
否
を
決
す
る
こ
⑶と
」
だ
と
定
義
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
は
国
民
投
票
や
住
民
投
票
を
総
称
す
る
表
現
で
あ
り
、
と
に

か
く
「
直
接
投
票
を
行
っ
て
可
否
を
決
す
る
」
こ
と
を
指
す
の
で
あ

る
。
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
も
ま
た
、
そ
れ
が
直
接
投
票
で
あ
る
以
上
、
レ

フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
部
分
集
合
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
危

険
な
部
分
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
に
該

当
す
る
か
否
か
の
基
準
は
非
常
に
曖
昧
だ
。
一
九
三
四
年
に
ヒ
ト

ラ
ー
が
行
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
「V

olksabstim
m

ung über das 

Staatsoberhaupt des D
eutschen R

eichs

（
ド
イ
ツ
帝
国
の
国
家
元

首
に
関
す
る
国
民
投
票
）」
で
あ
り
、
こ
の
「V

olksabstim
m

ung

」

と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
英
訳
す
れ
ば
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
の
投
票
を
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
に
分
類
し
た
の
は
、
事
後
的
な
価

値
判
断
だ
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
二
つ
の
用
語
は
起
源
も
原
意
も
ま
っ

た
く
異
な
り
、
元
来
か
ら
対
比
や
包
含
の
関
係
に
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
う
語
が
「
国
民
ま
た
は
住
民
が
提
案

さ
れ
た
事
項
に
関
し
、
直
接
投
票
を
行
っ
て
可
否
を
決
す
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、「
権
力
者
が
つ

く
る
あ
る
種
の
ム
ー
ド
の
下
に
人
民
投
票
を
行
う
こ
と
」
が
プ
レ
ビ

シ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
古
い
話
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

二　

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
原
点

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
原
語
で
表
記
す
れ
ば
、「referendum

〔
伊
・

英
〕」
や
「référendum

〔
仏
〕」
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
と
も
に
ラ
テ

ン
語
の
「ad referendum

」
と
い
う
表
現
に
由
来
し
、
そ
の
原
意
は

「
持
ち
帰
る
た
め
に
」「
差
し
戻
す
た
め
に
」
あ
る
い
は
「
諮
問
す
る

た
め
に
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
⑷だ
。
つ
ま
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い

う
語
は
、
当
初
か
ら
直
接
投
票
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
源
流
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
直
接
民
主
制

に
で
は
な
く
、
中
世
の
ス
イ
ス
に
あ
る
。

ス
イ
ス
の
歴
史
は
、
一
二
九
一
年
に
ウ
ー
リ
・
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
・

ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
森
林
三
邦
が
永
久
同
盟
を
結
成
し
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
（
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
は
の
ち
に
二
邦
に
分
か
れ

る
）。
一
四
世
紀
前
半
に
は
、
こ
の
原
初
三
邦
が
盟
約
者
団
を
名
乗

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
グ
ラ
ー
ル
ス
と

ツ
ー
ク
の
両
邦
、
お
よ
び
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ン

の
各
都
市
が
盟
約
者
団
に
加
わ
っ
て
八
邦
同
盟
に
発
展
し
て
い
く
。

そ
の
後
も
盟
約
者
団
は
拡
大
し
、
一
五
一
三
年
に
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル

―
―
民
主
主
義
と
煽
動
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
接
点
―
―

住
民
投
票
の
危
険
性

特
集
Ⅰ
●
大
阪
市
廃
止
・
分
割
を
批
判
す
る
Ⅱ　

Ⅳ

薬
師
院
仁
志

帝
塚
山
学
院
大
学
教
授
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が
加
盟
し
た
の
ち
、
一
七
九
八
年
ま
で
一
三
邦
同
盟
時
代
が
続
く
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
ら
諸
邦
（K

anton

）
の
同
盟
関
係
は
、
強
固
で
あ
っ
た
が
、

互
い
の
自
治
を
重
視
す
る
契
約
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
で

も
、
早
く
か
ら
盟
約
者
団
代
表
者
会
議
が
設
け
ら
れ
、
何
ら
か
の
懸

案
が
生
じ
た
際
に
は
相
互
の
協
議
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
協
議

に
参
加
し
た
代
表
者
た
ち
は
、
そ
こ
で
採
択
さ
れ
た
決
議
案
を
各
邦

に
持
ち
帰
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
代
議
制
の
場
で
の
決
議
は
、
自
治

権
を
も
つ
各
邦
に
差
し
戻
さ
れ
、
諮
問
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

そ
の
際
、各
邦
で
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
基
づ
く「
投
票（votations

：
古
い
ス
イ
ス
で
生
ま
れ
た
表
現
）」、
す
な
わ
ち
諮
問
投
票
あ
る
い

は
差
し
戻
し
投
票
が
行
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
、
一
九
世
紀
末
頃
に
な
る
と
、
英
語
の「referendum

」

や
フ
ラ
ン
ス
語
の
「référendum

」
な
ど
の
語
が
、
住
民
や
国
民
に

よ
る
直
接
票
決
と
い
う
具
体
的
行
為
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
元
来
の
目
的
は
、
代
議
制
の
場
で

の
決
議
に
対
す
る
国
民
（
住
民
）
の
承
認
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
投
票
は
た
ん
な
る
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
レ
フ
ァ
レ

ン
ダ
ム
で
あ
る
か
否
か
は
別
に
考
え
る
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
歴

史
的
に
み
た
場
合
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
本
旨
―
―
呼
び
名
は
と
も

か
く
―
―
を
継
承
し
た
の
は
、
大
革
命
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
幻
の
ジ
ロ

ン
ド
憲
法
を
起
草
し
た
ル
ソ
ー
主
義
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

一
九
世
紀
後
半
に
リ
ト
レ
が
編
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
に
さ
え
、
ま

だ
「référendum

」
と
い
う
文
字
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
プ
レ
ビ

シ
ッ
ト
と
い
う
言
葉
に
し
て
も
―
―
後
述
の
と
お
り
―
―
元
来
は
歴

史
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
表
現
が
定
着
す
る
前
か
ら
、
中
身

の
ほ
う
は
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

三　

国
民
に
よ
る
投
票
の
は
じ
ま
り

一
七
八
九
年
七
月
一
四
日
に
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
監
獄
が
襲
撃
さ
れ
た

翌
月
、「
人
お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
（
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
）」
が

採
択
さ
れ
た
。
そ
の
第
六
条
に
は
、「
法
は
、
一
般
意
思
の
表
明
で

あ
る
。
す
べ
て
の
市
民
は
、
自
分
自
身
で（personnellem

ent

）、
ま

た
は
そ
の
代
表
者
を
通
じ
て
、
そ
の
形
成
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
具
体
性
は
ま
っ
た
く
な
い
も
の

の
、
代
表
者
を
通
じ
な
い
か
た
ち
で
の
立
法
参
加
も
肯
定
さ
れ
て
い

た
の
だ
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
当
時
、
民
主
主
義
は
直
接
民
主
制
だ
け

で
あ
り
、
間
接
民
主
主
義
や
代
議
制
民
主
主
義
と
い
う
考
え
方
は
存

在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
民
主
的
な
意
図
は
、
す
ぐ
に
後
退
し
て
し
ま
う
。
一

七
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
は
、
君
主
制
に
立
脚
し
、
制
限
選
挙

に
よ
る
代
議
制
を
敷
い
た
一
方
、
直
接
民
主
制
に
は
一
片
の
余
地
も

与
え
な
か
っ
た
の
だ
。
急
進
的
な
革
命
が
民
衆
層
を
巻
き
込
ん
で
高

揚
す
る
な
か
、
こ
れ
に
対
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
勢
力
の
警
戒
心
が
芽
生

え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
論
的
支
柱
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

の
『
法
の
精
神
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

古
代
の
諸
共
和
国
の
大
多
数
に
は
、
一
つ
の
大
き
な
欠
陥
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
な
ん
ら
か
の
執
行
を
要
求
す
る
能
動
的
な
決

議
を
行
な
う
権
利
を
人
民
が
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

人
民
に
は
全
く
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
人
民
は
そ
の
代
表
者
た

ち
を
選
ぶ
た
め
に
の
み
統
治
に
参
加
す
べ
き
で
あ
⑸る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
紀
元
前
三
世
紀
頃
の
ロ
ー
マ
に
お
い
て
、

「
平
民
は
貴
族
や
元
老
院
な
し
に
彼
ら
だ
け
で
平
民
会
議
決
と
よ
ば

れ
る
法
律
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
に
勢
力
を
増
し
⑹た
」
こ
と
を

問
題
視
す
る
。
こ
の
平
民
会
議
決
こ
そ
、「plebes

（
平
民
）」
の

「scitum

（
決
定
）」、
す
な
わ
ち
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト（plebiscitum

〔
羅
〕）

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
て
い
え
ば
、〈
下
〉
の
者
た
ち
に
よ
る

〈
上
〉
を
飛
び
越
え
た
決
定
が
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
の
原
意
な
の
だ
。
フ

ラ
ン
ス
革
命
期
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
勢
力
は
、
こ
う
し
た
決
定
を
お
そ
れ

た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
大
革
命
を
推
進
し
た
民
衆
層
―
―
い
わ
ゆ
る

サ
ン
・
キ
ュ
ロ
ッ
ト
―
―
は
、
制
限
選
挙
に
よ
る
代
議
制
に
不
満
を

募
ら
せ
て
い
た
。

か
く
し
て
、
一
七
九
二
年
八
月
一

日
、
パ
リ
民
衆
の
蜂
起
に
地

方
連
盟
兵
が
加
勢
し
、
ル
イ
一
六
世
の
王
権
は
剝
奪
さ
れ
、
翌
九
月

に
不
完
全
な
が
ら
男
子
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
選
挙
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
が
国
民
公
会
で
、
当
初
は
ジ
ロ
ン
ド

派
が
勢
力
を
握
っ
た
。
そ
の
も
と
で
設
け
ら
れ
た
憲
法
委
員
会
の
な

か
に
お
い
て
、
シ
エ
イ
エ
ス
ら
と
と
も
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
の
が
、
ニ
コ
ラ
・
ド
・
コ
ン
ド
ル
セ
で
あ
る
。
一
七
九
三
年
二
月
、

コ
ン
ド
ル
セ
ら
は
、「
人
民
に
よ
る
検
閲
（la censure du Peuple

）」

と
い
う
制
度
を
盛
り
込
ん
だ
憲
法
草
案
（
ジ
ロ
ン
ド
草
案
）
を
国
民

公
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
四
五

〜
九

人
で
構
成
す
る
人
民
参
加
の
「
基
礎
集
会
（A

ssem
blée pri-

m
aire

）」
―
―
最
小
行
政
区
分
的
な
性
格
も
有
し
た
―
―
を
設
け
、

そ
れ
を
通
じ
て
代
議
制
に
よ
る
決
議
に
対
す
る
点
検
と
承
認
を
行
う

も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
ら
か
に
ル
ソ
ー
の
い
う
「
人
民
の

集
会
（peuple assem

bl

⑺

é

）」
に
触
発
さ
れ
た
発
想
で
あ
る
と
同
時

に
、
ま
さ
し
く
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
本
旨
と
重
な
る
方
策
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
制
度
は
非
常
に
複
雑
な
仕
組
み
で
あ
っ
た

う
え
、
当
の
憲
法
案
そ
の
も
の
が
山
岳
派
（
時
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
）

か
ら
強
硬
に
批
判
さ
れ
、
国
民
公
会
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し

て
、
数
カ
月
後
の
一
七
九
三
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
勢
力
を

増
し
た
山
岳
派
が
起
草
し
た
憲
法
案
（
ジ
ャ
コ
バ
ン
憲
法
）
で
あ
る
。

こ
の
憲
法
は
、
ジ
ロ
ン
ド
草
案
が
掲
げ
た
人
民
の
主
権
（Souver-
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aineté du Peuple

）
を
継
承
し
、
基
礎
集
会
の
制
度
も
取
り
入
れ
て

い
た
。
こ
の
憲
法
案
が
、
同
年
八
月
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
じ
め
て

国
民
の
投
票
（votation

）
―
―
た
だ
し
男
子
の
み
―
―
に
付
さ
れ
、

二
六
・
七
％
と
い
う
低
参
加
率
で
あ
っ
た
が
、
九
九
・
三
％
の
賛
成

で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
成
立
し
た
一
七
九
三
年
憲
法
は
、
二

〜
六

人

の
市
民
―
―
定
住
六
カ
月
以
上
―
―
を
単
位
と
す
る
小
郡
（canton

）

の
基
礎
集
会
に
、
国
法
に
対
す
る
一
種
の
審
査
権
を
与
え
て
い
た
。

具
体
的
に
は
、
立
法
府
が
可
決
し
た
法
律
は
、
提
案
と
し
て
全
国
各

地
に
送
付
さ
れ
、
そ
の
後
満
四

日
を
過
ぎ
て
も
管
内
の
一

分
の

一
以
上
の
小
郡
か
ら
異
議
の
で
た
県
が
過
半
数
に
満
た
な
い
場
合
に

の
み
、
そ
の
法
律
は
正
式
に
採
択
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第

五
九
条
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
七
九
三
年
憲
法
そ
の
も
の

は
、
激
動
の
時
代
の
な
か
で
発
効
が
見
送
ら
れ
、
人
民
に
よ
る
下
か

ら
上
へ
の
検
閲
と
い
う
論
理
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
機
能
す
る
こ
と
な

く
萎
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
国
民
が
賛
否
を
投
票
す
る
と
い

う
形
式
だ
け
は
残
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四　

直
接
投
票
の
手
段
化

一
七
九
五
年
八
月
、
普
通
選
挙
を
援
用
し
た
全
国
投
票
に
付
さ
れ

た
の
は
、
普
通
選
挙
を
認
め
な
い
共
和
暦
三
年
憲
法
へ
の
賛
否
で

あ
っ
た
。
こ
の
矛
盾
し
た
投
票
は
、
わ
ず
か
一
三
・
七
％
の
参
加
率

の
も
と
、
九
五
％
超
の
賛
成
と
い
う
結
果
に
な
る
。
こ
の
投
票
に
、

実
質
的
な
意
義
を
見
い
だ
す
の
は
困
難
だ
。
そ
れ
で
も
、
た
ん
に
か

た
ち
の
う
え
で
は
、
人
類
史
上
で
は
じ
め
て
国
民
投
票
で
承
認
さ
れ

た
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
憲
法

も
短
命
で
あ
っ
た
。
一
八

年
一
月
に
は
、
共
和
暦
八
年
憲
法

―
―
間
接
的
で
名
ば
か
り
の
普
通
選
挙
を
掲
げ
て
い
た
―
―
を
承
認

す
る
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
投
票

は
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
将
軍（
の
ち
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
）の
ク
ー
デ
タ
ー

を
追
認
す
る
手
段
で
し
か
な
く
、
参
加
率
も
三
・
八
％
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
権
力
の
座
に
就
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
四
度
、
甥
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
三
度
の
国
民
投
票
を
実
施
す
る
。
一
八

二
年

か
ら
一
八
七

年
に
か
け
て
七
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
国
民
投

票
は
、
す
べ
て
こ
の
二
人
が
仕
掛
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

が
、
事
後
的
に
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
と
追
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
帝
政
時
代
の
経
験
は
、
国
民
に
よ
る
直
接
票
決
そ
の

も
の
に
対
す
る
不
信
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
、
フ
ラ
ン
ス
で

国
民
投
票
が
再
認
さ
れ
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
仕
掛
け

た
国
民
投
票
や
住
民
投
票
は
、
み
ず
か
ら
の
「
総
統
就
任
（
一
九
三

四
）」
も
ふ
く
め
て
五
件
に
の
ぼ
る
。
こ
の
記
憶
は
強
烈
で
、
戦
後

ド
イ
ツ
で
は
一
度
も
国
民
投
票
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
基
本
法
に

お
け
る
直
接
票
決
の
規
定
は
、
ラ
ン
ト
（
州
）
領
域
の
再
編
成
の
場

合
の
住
民
投
票
（V

olksentscheid

）
だ
け
で
あ
る
。

戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
一
九
四
六
年
憲
法
は
、
憲
法
に
か
か
わ
る
事
柄

（en m
atière constitutionnelle

）
に
お
い
て
の
み
国
民
投
票
の
規
定

を
定
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
法
に
「référendum

（
国
民
投
票
）」
と
い

う
語
が
登
場
し
た
の
は
、
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一

九
五
八
年
憲
法
（
現
憲
法
）
で
は
―
―
改
憲
の
際
の
国
民
投
票
に
加

え
―
―
そ
の
第
一
一
条
に
お
い
て
、
特
定
分
野
の
重
要
法
案
を
国
民

投
票
（référendum

）
に
付
す
権
限
を
大
統
領
に
与
え
た
。
た
だ
し
、

大
統
領
は
、
国
会
会
期
中
に
か
ぎ
り
、
提
出
さ
れ
た
法
案
を
国
民
投

票
に
付
す
権
限
を
も
つ
が
、
そ
の
法
律
案
を
み
ず
か
ら
発
議
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
要
す
る
に
、「
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
の
危
険
」
を
遠
ざ

け
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
憲
法
一
一
条
に
よ
る
国
民
投
票
の
最
初
の
四
回
は
、

す
べ
て
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
大
統
領
権
限
の
強

い
憲
法
を
提
唱
し
た
本
人
が
、
そ
の
憲
法
に
基
づ
い
て
立
て
続
け
に

国
民
投
票
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
権
力
者
が
つ
く
る
あ

る
種
の
ム
ー
ド
の
下
に
人
民
投
票
を
行
う
こ
と
」
と
紙
一
重
だ
。
実

際
、
一
九
六
九
年
四
月
二
七
日
の
国
民
投
票
が
賛
成
率
四
六
・
八
％

で
否
決
に
終
わ
る
と
、
翌
日
に
ド
ゴ
ー
ル
は
大
統
領
職
を
辞
す
る
こ

と
に
な
る
。
投
票
で
問
わ
れ
た
の
は
、
上
院
お
よ
び
地
方
制
度
の
改

革
で
あ
り
、
政
権
に
対
す
る
支
持
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
辞
任
し

た
の
だ
。
国
民
投
票
や
住
民
投
票
は
、
純
然
た
る
政
策
に
関
す
る
判

断
を
超
え
、
権
力
の
座
に
あ
る
人
物
に
対
す
る
評
価
と
切
り
離
し
難

い
の
で
あ
る
。

仏
憲
法
一
一
条
は
、
あ
く
ま
で
も
大
統
領
に
国
民
投
票
を
実
施
す

る
権
限
を
与
え
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
実
施
を
義
務
づ
け
ら
れ
た

事
項
は
何
も
な
い
。
ド
ゴ
ー
ル
辞
任
以
後
に
行
わ
れ
た
四
度
の
一
一

条
投
票
は
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
自
治
権
に
関
す
る
も
の
が
一

件
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
批
准
な
ど
欧
州
関
係
の
も
の
が
三
件

で
あ
る
。
そ
の
最
後
が
、
二

五
年
に
行
わ
れ
た
欧
州
憲
法
条
約

の
批
准
に
関
す
る
国
民
投
票
だ
。
結
果
は
否
決
だ
っ
た
の
だ
が
、
欧

州
憲
法
条
約
は
二

八
年
に
上
下
両
院
の
可
決
の
み
で
批
准
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
出
来
事
は
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
と
一
般
民
衆

と
の
断
絶
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
な
お
、
現
行
の

一
九
五
八
年
憲
法
で
は
、
改
憲
時
の
国
民
投
票
も
必
須
で
は
な
く

な
っ
た
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
二
四
回
の
憲
法
改
正
の
う
ち
、
国
民
投

票
が
行
わ
れ
た
の
は
二
回
だ
け
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
い
ま
で
も
住

民
投
票
や
国
民
投
票
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
の
で
あ

る
。
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五　

ア
メ
リ
カ
の
事
例

ア
メ
リ
カ
で
は
、
建
国
以
来
、
連
邦
規
模
で
の
国
民
投
票
は
一
度

も
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
一
七
八
七
年
に
制
定
さ
れ
た
合
衆
国

憲
法
に
は
―
―
そ
の
改
正
手
続
き
を
定
め
た
条
項
に
お
い
て
さ
え

―
―
直
接
民
主
主
義
的
な
要
素
は
ま
っ
た
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い

の
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
は
非
常
に
高
い
評
価
を
下

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
連
邦
立
法
議
会
は
諸
州
立
法
議
会
よ
り

も
人
民
に
依
存
す
る
こ
と
が
少
な
い
…
…
連
邦
的
立
法
者
た
ち
は
民

主
政
治
の
政
府
に
固
有
な
危
険
を
緩
和
さ
せ
て
い
る
が
、
諸
州
の
立

法
者
た
ち
は
こ
れ
ら
の
危
険
を
増
大
さ
せ
て
い
⑻る
」
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

合
衆
国
憲
法
の
発
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
四
年
後
に
だ
さ
れ
る
憲
法

と
同
様
、「
人
民
は
そ
の
代
表
者
た
ち
を
選
ぶ
た
め
に
の
み
統
治
に

参
加
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
考
え
方
に
沿
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
民
衆
層
と
エ
リ
ー
ト
層
と
の
相
互
不
信
も
ま

た
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
だ
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
両
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
よ
う
な
プ
レ
ビ
シ
ッ
ト
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
―
―
良
く
も
悪
く
も
―
―
今
日
的
な
レ
フ
ァ
レ
ン

ダ
ム
の
原
型
が
形
づ
く
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

南
北
戦
争
（
一
八
六
一
〜
六
五
年
）
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
金
ぴ

か
時
代
と
呼
ば
れ
た
急
速
な
経
済
発
展
の
な
か
で
、
泥
棒
男
爵
と
揶

揄
さ
れ
る
富
豪
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
誕
生
し
た
反
面
、
貧
富
の
格
差
が
拡

大
し
、
農
民
や
労
働
者
の
不
満
は
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
な

か
、
経
済
界
と
癒
着
す
る
政
界
人
に
対
す
る
不
信
感
が
高
ま
り
、
一

八
八

年
頃
に
は
農
村
部
を
中
心
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動（populist 

m
ovem

ent

）
が
芽
生
え
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
運
動
の
担
い

手
は
、
各
地
で
誕
生
し
た
人
民
党
（people’s party

）
と
呼
ば
れ
る

勢
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
九
二
年
二
月
に
国
政
政
党
と
な
っ

た
人
民
党
は
、
同
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ィ
ー

バ
ー
を
候
補
に
た
て
、
約
八
・
五
％
の
票
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

人
民
党
を
軸
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
は
、
鉄
道

公
営
化
や
イ
ン
フ
レ
促
進
（
＝
借
金
軽
減
）
な
ど
に
加
え
、
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
（
住
民
発
議
）
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
導
入
を
強
く
主
張
し

て
い
た
。
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
政
界
エ
リ
ー
ト
層
に
対
す
る

反
感
と
不
信
感
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
（
Ｉ
＆
Ｒ
）
は
、
当
初
か
ら
、
反
エ
リ
ー
ト
主
義

と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
直
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で

も
注
意
が
必
要
だ
。
こ
の
時
代
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
、
一
部
エ
リ
ー

ト
層
に
よ
る
政
治
的
支
配
を
廃
し
、
そ
れ
を
人
民
の
手
に
取
り
戻
そ

う
と
い
う
動
き
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
大
衆
煽
動
や
迎
合
政
治
と
い
う

意
図
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
、
ル
ソ
ー
流

の
人
民
主
権
（souveraineté populaire

）
に
基
づ
く
本
来
の
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
こ
こ
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
代
議
制
の
場
で
の

決
議
に
対
す
る
住
民
の
承
認
で
も
な
け
れ
ば
、
人
民
に
よ
る
検
閲
で

も
な
い
。
む
し
ろ
、「
議
会
を
と
び
越
え
て
直
接
に
人
民
の
表
決
に

付
す
る
こ
と
」
に
近
い
。
す
な
わ
ち
、
議
会
を
構
成
す
る
エ
リ
ー
ト

層
へ
の
不
信
が
、
代
表
制
そ
の
も
の
の
否
定
視
と
い
う
か
た
ち
で
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
本
来
の
性
格
を
失
わ
せ
て
い
る
の
だ
。
今
日
的
な

直
接
投
票
は
、
た
と
え
強
力
な
権
力
者
が
い
な
く
と
も
、
常
に
プ
レ

ビ
シ
ッ
ト
的
な
性
格
を
も
ち
得
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ

が
、
民
主
主
義
は
、
数
の
多
寡
に
よ
る
勝
ち
負
け
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
は
、
少
し
遅
れ
て
都
市
部

で
高
ま
っ
た
革
新
運
動
（progressive m

ovem
ent

）
と
も
連
動
し
な

が
ら
、
一
八
九
八
年
の
南
ダ
コ
タ
州
を
皮
切
り
に
、
ア
メ
リ
カ
各
地

で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
い
っ
た
制
度
の
導
入
に
成

功
し
て
い
く
。
一
九
一
二
年
に
結
成
さ
れ
た
革
新
党
（Progressive 

Party

）
も
ま
た
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
人
民
票
決
（popular vote

）
を

主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
北
東
部
の
諸
州
で
は
、
す

で
に
議
会
制
民
主
主
義
が
根
づ
い
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
動
き
は

概
し
て
低
調
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
州
レ
ベ
ル
で
み
た
場
合
、
早

く
も
二

世
紀
初
頭
期
ま
で
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
採
用
し
た
州
は
約
半
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
九
二

年
代
以
後
、
そ
の
伸
び
は
衰
え
て
い
く
。

六　

直
接
民
主
制
の
意
義

ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
危
険
視
し
た
民
主
政
治
は
、
い
ま
で
い
う
直
接
民

主
制
で
あ
る
。
合
衆
国
憲
法
は
、
そ
れ
を
排
除
し
た
の
だ
。
そ
の
影

響
を
う
け
た
日
本
国
憲
法
も
ま
た
、
前
文
の
冒
頭
に
お
い
て
、
い
の

一
番
に
「
日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表

者
を
通
じ
て
行
動
し
…
…
」
と
い
う
間
接
民
主
制
原
理
を
掲
げ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
が
訪
れ
る

ず
っ
と
前
か
ら
直
接
民
主
制
が
行
わ
れ
て
い
た
。
北
東
部
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
小
自
治
体
（tow

n

）
に
お
け
る
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

こ
の
伝
統
は
い
ま
で
も
一
部
に
残
っ
て
お
り
、
小
自
治
体
の
有
権

者
た
ち
が
、
実
際
に
一
堂
に
会
し
て
議
会
を
開
い
て
い
る
の
だ
。
非

農
業
地
帯
の
植
民
地
に
お
い
て
、
人
び
と
が
タ
ウ
ン
を
形
成
し
て
生

活
し
、
互
い
に
話
し
合
っ
た
な
ご
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ト
ク
ヴ
ィ

ル
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
こ
う
し
た
小
自
治

体
が
、「
州
に
対
し
て
そ
の
協
力
を
与
え
た
り
拒
絶
し
た
り
す
る
自

由
を
も
っ
て
い
な
⑼い
」
と
同
時
に
、「
自
ら
に
の
み
関
連
す
る
す
べ

て
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
常
に
独
立
的
団
⑽体
」
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
議
事
も
ま
た
、「
自
ら
に
の
み
関

連
す
る
」
事
柄
に
か
ぎ
ら
れ
る
の
が
原
則
だ
。

同
じ
よ
う
な
事
例
は
、
ス
イ
ス
の
一
部
に
も
存
続
し
て
い
る
。
こ
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ち
ら
の
歴
史
は
、
さ
ら
に
古
い
。
ア
ル
プ
ス
山
脈
北
西
部
に
あ
る
ラ

イ
ン
川
上
流
に
定
着
し
た
ア
レ
マ
ン
人
―
―
ド
イ
ツ
語
圏
ス
イ
ス
人

の
祖
先
―
―
た
ち
が
中
世
か
ら
行
っ
て
い
た
ラ
ン
ツ
ゲ
マ
イ
ン
デ

（
青
空
議
会
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
小
さ
な
自
治
体
の
有
権
者

た
ち
が
、
実
際
に
一
堂
に
会
し
て
議
会
を
開
い
て
い
る
の
だ
。
現
在

で
も
、
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
な
ど
一
部
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
が
、
採
決
も
ま
た
昔
な
が
ら
の
挙
手
式
で
あ
り
、
秘
密
投
票
と

い
っ
た
概
念
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
ッ
ペ
ン
ツ
ェ
ル
の
ラ
ン
ツ
ゲ
マ

イ
ン
デ
に
は
、
一
九
九
一
年
の
連
邦
裁
判
決
ま
で
女
性
の
参
加
が
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
直
接
民
主
制
は
、
あ
く
ま
で
も
有
権

者
全
員
の
参
加
―
―
少
な
く
と
も
参
加
権
―
―
を
前
提
と
し
て
い

る
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
何
十
万
人
も
の
人
口
規
模
の
も
と
で
は
成
立

し
な
い
。
た
と
え
ば
、
大
阪
市
の
人
口
は
カ
タ
ー
ル
国
よ
り
多
い
の

だ
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ス
イ

ス
の
ラ
ン
ツ
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
全
有
権
者
に
政
治
参
加
の
時
間
と
労

力
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
が
、
民
主
主
義
に

と
っ
て
の
最
重
要
課
題
な
の
だ
。
直
接
民
主
制
が
間
接
民
主
制
に

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
時
間
も
労
力
も
費
や
さ
ず
に
民
主
政
治
が

実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ル
ソ
ー
は
「
人
民
の
集

会
」
を
唱
え
、
コ
ン
ド
ル
セ
は
基
礎
集
会
を
通
じ
た
「
人
民
に
よ
る

検
閲
」
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
ル
ソ
ー
は
、『
社
会
契
約

論
』
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

人
民
の
代
議
士
は
、
だ
か
ら
一
般
意
志
の
代
表
者
で
は
な
い

し
、
代
表
者
た
り
え
な
い
。
彼
ら
は
、
人
民
の
使
用
人
で
し
か
な

い
。
彼
ら
は
、
何
ひ
と
つ
と
し
て
決
定
的
な
取
り
き
め
を
な
し
え

な
い
。
人
民
が
み
ず
か
ら
承
認
し
た
も
の
で
な
い
法
律
は
、
す
べ

て
無
効
で
あ
り
、
断
じ
て
法
律
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
人
民
は

自
由
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
だ
。
彼
ら
が

自
由
な
の
は
、
議
員
を
選
挙
す
る
間
だ
け
の
こ
と
で
、
議
員
が
選

ば
れ
る
や
い
な
や
、
イ
ギ
リ
ス
人
民
は
ド
レ
イ
と
な
り
、
無
に
帰

し
て
し
ま
⑾う
。

ル
ソ
ー
が
問
題
視
す
る
の
は
、「
イ
ギ
リ
ス
の
人
民
」
が
公
共
の

仕
事
―
―
法
案
の
諮
問
に
参
加
す
る
等
―
―
を
放
棄
し
、
政
治
を

「
人
民
の
使
用
人
」
に
任
せ
き
り
、
そ
の
決
定
に
み
ず
か
ら
隷
属
し

て
い
る
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、「
会
議
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
か
　

彼
ら
は
代
議
士
を
指
名
し
て
、
自
分
は
家
に
残
⑿る
」
と

い
う
態
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
有
権
者
が

富
裕
層
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
カ
ネ
で
雇
っ
た
使
用
人

に
公
共
の
仕
事
を
丸
投
げ
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
日
本
の
現
状
は
、
さ
ら
に
深
刻
で
あ
ろ
う
。
た
だ

た
ん
に
国
民
投
票
や
住
民
投
票
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
れ
で
「
究
極
の

民
主
主
義
」
が
実
現
す
る
な
ど
、
何
の
根
拠
も
な
い
妄
想
と
空
論
な

の
で
あ
る
。

七　

住
民
投
票
の
危
険
性

レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
た
し
か
に
人
民
主
権
を
擁
護
す
る
方
策
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
本
義
は
、
た
ん
に
「
直
接
投
票
を
行
っ
て

可
否
を
決
す
る
こ
と
」
で
は
な
い
。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
意
味
や
目

的
を
顧
み
ず
、
そ
れ
を
国
民
投
票
や
住
民
投
票
と
い
っ
た
具
体
的
な

行
為
に
矮
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
で
は
、
多
数
派
と
少

数
派
の
勝
ち
負
け
し
か
残
ら
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
指
摘
す
る
と
お

り
、「
多
数
決
原
理
な
る
も
の
は
、『
多
数
者
が
少
数
者
よ
り
強
い
』

と
い
う
経
験
的
事
実
を
無
理
に
勿
体
ぶ
っ
て
表
現
し
た
も
の
に
過
ぎ

な
⒀い
」
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
れ
を
「
究
極
の
民
主
主
義
」
だ

と
誤
解
し
た
の
で
は
、
民
主
主
義
の
自
殺
行
為
に
し
か
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
実
際
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
現
在
で
も
「
直
接
に
人

民
の
表
決
に
付
す
る
こ
と
」
に
非
常
に
慎
重
だ
。
そ
れ
は
、
古
い
独

裁
者
の
記
憶
ば
か
り
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
。

二

九
年
一
一
月
二
九
日
、
ス
イ
ス
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ

リ
ス
ト
右
翼
（droite populiste

）
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
憲
法
改

正
の
国
民
投
票
（votation populaire

）
が
行
わ
れ
⒁た
。
具
体
的
に

は
、「
教
会
と
国
家
」
を
規
定
し
た
第
七
二
条
に
関
し
て
、「
多
様
な

宗
教
共
同
体
の
成
員
の
間
の
平
和
を
維
持
す
る
の
に
適
し
た
措
置
」

を
規
定
し
た
項
目
の
直
後
に
、
あ
る
一
文
を
追
加
す
る
か
否
か
が
問

わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
文
と
は
、

「
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
建
設
は
禁
止
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ミ
ナ
レ
ッ
ト
と
は
イ
ス
ラ
ム
寺
院
の
尖
塔
の
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
れ

を
私
費
で
私
有
地
に
建
て
る
こ
と
さ
え
憲
法
違
反
に
な
っ
た
の
だ
。

し
か
も
、
賛
成
と
反
対
の
差
は
一
五
ポ
イ
ン
ト
も
離
れ
て
い
た
。
こ

の
出
来
事
は
、
周
辺
諸
国
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
何
ら
実
害
の

な
い
私
的
行
為
が
禁
止
さ
れ
た
う
え
、
信
教
の
自
由
ま
で
も
が
危
機

に
陥
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二

一
六
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
欧
州

連
合
離
脱
是
非
を
問
う
国
民
投
票
」
も
ま
た
、「
直
接
投
票
を
行
っ

て
可
否
を
決
す
る
こ
と
」
に
対
す
る
不
安
を
掻
き
立
て
る
契
機
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
も
ま
た
、
ス
イ
ス
の
場
合
と
同
様
、
い
わ

ゆ
る
煽
動
型
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
の
危
険
性
を
露
呈
し
た
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
国
民
投
票
ご
と
に
個
別
の
特
別

法
を
制
定
し
て
い
る
。
二

一
六
年
の
国
民
投
票
を
行
う
際
も
、
そ

の
前
年
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
（E

uropean U
nion R

eferendum
 A

ct 

2015

）
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
そ
の
法
律
で
は
、
投
票
結

果
に
法
的
な
拘
束
力
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
…
…
。

も
ち
ろ
ん
、
現
行
の
間
接
民
主
制
が
絶
対
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。

選
ば
れ
た
少
数
者
に
よ
る
政
治
は
、
選
ば
れ
な
い
側
に
い
る
多
数
者

の
存
在
を
前
提
と
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
投
票
や
住
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民
投
票
が
、
そ
れ
以
上
の
成
果
を
実
現
す
る
保
証
も
ま
た
、
ど
こ
に

も
な
い
。
む
し
ろ
、
日
本
の
政
治
が
抱
え
る
問
題
は
、
国
で
も
地
方

で
も
議
員
数
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
な
の
だ
。
代
表
者
の
数
が
少
な
け

れ
ば
、
多
様
な
民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
民
意
が

反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
政
治
不
信

が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を
、「
議
会
を
と
び
越
え
て
直
接
に
人
民
の
表

決
に
付
す
る
」
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
発
想
は
、
本
末
転
倒
の

極
み
な
の
だ
。
ま
し
て
や
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
議
員
定
数
を
減
ら

し
て
お
き
な
が
ら
、
一
方
で
住
民
投
票
を
「
究
極
の
民
主
主
義
」
だ

と
訴
え
る
よ
う
な
権
力
者
は
、「
あ
る
種
の
ム
ー
ド
の
下
に
」
プ
レ

ビ
シ
ッ
ト
を
仕
掛
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
だ
と
評
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
み
ず
か
ら
が
「
究
極
の
民
主
主
義
で
決
ま
り
ま

し
た
」
と
明
言
し
た
事
柄
を
反
故
に
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
だ

ろ
う
。
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（
付
記
）

　

大
阪
市
の
住
民
投
票
に
固
有
の
問
題
に
関
し
て
は
、
本
誌
に
寄
せ

た
下
記
拙
稿
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
大
阪
市
解
体
に
根
拠

な
し
―
―
住
民
投
票
を
前
に
し
て
―
―
」
一
八
七
号
、
二

一
五

年
。「
現
在
時
点
で
あ
ら
た
め
て
問
う
大
阪
市
住
民
投
票
の
意
味

―
―
悪
法
に
翻
弄
さ
れ
た
大
阪
市
民
―
―
」
一
九
五
号
、
二

一
七

年
。
ま
た
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
基
盤
研
究（
Ｃ
）（
一

般
）
1
9
K
0
2
1
2
2
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

住民投票の危険性　
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